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スジウスパノ明については従来，表日本中部からのみ報ぜられていたが，その後，川l
嶋り位まり東北地方の各地より，更に山本2)によって北海道松前，白神崎及び立待岬など

にもそれぞれ分布していることが明らかにされるに至った。一方，筆者は忍路，桃内及び

~，-::小樽祝津付近においても本種の自生を確かめ得た上に， 1974年4月，千葉県大原町沿岸に

おいて，これまでに報告されたことのなかった本種の雄性体及び雄性体を含むかなりの打

ち上げ材料を手に入れることができた。その結果3 スジワスパノリについての幾つかの新

Lい知見を得ることができたので，次にそれらにつき簡単に報告したい。

生長点について:本種の生長点では横に関節する頂細胞は認められない。 Fig.2及

び Fig.3はそれぞれ本種の若い体上における新小葉の初期発生を示したものである。先

ず Fig.2でわかるように，新しく小業となる部分付近におけるー般栄養細胞の一部は介

生分裂 (int)を盛んに行い，新しい小葉部分を押し上げつつ次第に Fig.3の如き円味を

帯びた新小棄を形成するに至る。引続き介生分裂を行う一方，小業の縁辺生長をも伴いな

がら，新小業全体としての生長がすすむ。即ち，筆者が観察し得た限りでは，本種の発生

初期においては，最初から多執型 (multiaxialtype)の生長が見られる。

プロカJ¥.プについて:次に本種のプロカルプは体の両面に散在して生ずる。 Figs.

5-10はプロカルプの発生過程を示したものである。即ち， Fig.5では第1次の中性母細

胞 (Stclmc)，支持細胞 (sc)及びカルポゴン枝母細胞 (cbmc)の計3個細胞よりなる若い時

期のプロカルプを示す。続いて Fig.6ではカルポゴン枝に (cb1)の分化が起って4個の

細胞集団となったことを示し， Fig.7においては，第1次中性母細胞 (st氾lmc)とカルポ

ゴン枝との中聞に相当する位置に第2次の中性母細胞 (stc2mc)が生じたことを示してい

る。 Fig.9では，第1次中性細胞は，母細胞の分裂によって既に2個細胞の集りとなり

(StCl)，一方，カルポゴン枝では (ch1)，(cbふ(Ch3)及び (cp)の分化が終り，それに支持細

胞 (sc)と第2次中性母細胞 (stc2mc)とを加えると，全体で8個細胞に達したプロカルプ

ということになる。更に Fig.10の段階では，第2次中性細胞が2個となり，都合9個細

胞となっており，その上プロカルプをとりまく表皮細胞が分裂を始め，果皮の形成を開始

したことを示している。残念ながら，支持細胞 (sc)から助細胞が分割される時期のプロカ
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ノレプを確認することはできなかった。

嚢果について:獲果は体上に散在して生ずる (Fig.4)0 Fig. 11はほぼ完熱したとみ

られる磁果の断面を示したものである。本種の褒架の性質として次の諸点を挙げることが

できる。 (1)襲来は半球状を呈し，中央部にl{聞の巣孔 (po)をもっ(2)癒合細胞 (fu)の形

成に当っては先ず，肥大した中性副n胞から，そして続いてゴニモプラスト基部付近の cen-
tral cellに主として栄養を依存している (3)袈果内を走る特別な糸組織の発達は認められ

ない(4)来胞子援(ca)は各ゴニモプラス トの頂端にそれぞれ1個ずつ生ずることなどで

ある。

精子嚢について・ 精子君主斑は Fig.12に示したように，体の各裂片の頂端下にやや円

味を帯びた鮮をなして生ずる。 Fig.13は精子袈斑の一部断面を示したもので，精子母細胞

から精子ffill胞の形成を示す。
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Fig. 1. AC1・-osorUllIIpolynet口-llIn

A. Sterile plant from Oshoro， Shiribeshi Prov 
B. Sterile plant from Ohara， Chiba Pref. 
C. Male plant from Ohara， Chiba Pref. 
D. T巴trasporicplant from Ohara， Chiba Pref 

s...spermatangial sorus; t...tetrasporangial sorus. 
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四分胞子裂について:大原産の標品に基く限り，四分胞子嚢斑を生ずる位置は，体の

外形次第によってかなり変化に富んでいる。 flPち，体の裂片が比較的幅広い個体では，各
裂片の頂端下に円味を帯びた集団をなして生ずるが (Fig.14)，一方，体の各裂片が狭長に

近い型の個体では，四分胞子褒斑はそれぞれ小さな塊りとなって生じ，しかもその場合に

はしばしば各裂片の基部付近にまで散在している。その形状も線状'i楕円状pJ，ほほ円状及

び不規則状など様々である (Fig.15)。なお四分胞子褒は主とLて皮層の内部から発生す

るが，時に centralc，ellからも生ずる場合が見られた (Fig.17)~ 

考察 '、

先ず，スジウスパノリの外形は頗る変化iこ富んで・いる。 JII鳴りは郎、会福ぷ材料に基
く記載の中で r..・H ・体は掌状に分岐し，先端部は多少鈍円となり，細く又状に分岐するこ
とはない…・・Jとしている。一方これに対して岡村勾は江の島、.三崎の材料に基く記載と

Figs. 2-3. Acrosorium polyneurum 

Two young blades with intercalary .cells (X370). 

int・..intercalary cell. 
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して「体は掌状に分岐し鈍円なり。或いは体の上部甚だしく多数の細きやや不規則状の部

分に分れることあり・・・・づとのべている。以上の事柄から判断して，本種はその生育の場

所及び季節などの相違によってかなり多様な形態変化を示すことを示唆しているとみるこ

込誌で句
S品定，フ'L，.;守宅K

ひ似点hん.，tJ'ii匂-.;，'_~cbz 

V""グ 11cb，J I¥  
stc，mc <. 11 11 
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Figs. 4-11. Acrosorium polyneurum 

4. Female thallus with cystocarps (X2). 
5-10. Stages in development of procarps (X370). 
11. Transverse section of a cystocarp (X田L

11 

cbz 

c"'cystocarp; ca"'carposporangium; Cbb cb:z. cb3・-・first，second， and 
third cells of carpogonial branch， respectively; cbi...initial cell of 
carpogonial branch; cbmc...mother cell of carpogonial branch; cp'" 
carpogonium; fu…fusion cell i po. "aperture of cystoαrpi sc"'sup-
porting cell; stcl， stcz" .first and second groups of sterile cells， re-
spectively; stcl mc， stcz mc...mother cells of first and second groups 
of sterile cells， respectively. 
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とができる。現に筆者は1974年4月，千葉県大原町小浜において，かなり多様な外形変化

を示す本種の成熟個体を含む多くの材料を採集することができた。 Fig.lのB及びDは

共にその際に得られたものであり，体の上部がやや細く文状に分岐してL、る。これに対して

Fig.lのAは忍，l/il産の未熟体であり， Fig.lのCは大原産の雄性体のもので，共に先端

部がやや鈍円型を示している。次に本種の生長点に関してはコノハノリ科(Delessriaceae)

の中にあっては珍しく変った型を示しているといえる。即ち，多くのコノハノリ科の種類

について見られるような単軸型(uniaxialtype)の生長方式が認められないということであ

る。筆者が見た限りでは，前述の如く介生分裂を伴いながら，いきなり多軸型 (multiaxial

type)の生長を示しつつ新しい小業が形成される。それに加えて，新小業における縁辺生

長もまた活発に認められる。この事実は，発生の初期において単執型生長を示すことが既

13 

~t~Y間関!

定時都RR
Pigs. 12-17. Acrosorium polyneurum 

12. Proliferation with spermatangial sori (X 2). 
13. Transverse section with spermatangial sori (x 370). 
14. Proliferation with a tetrasporangial sorus (X 2). 
15. Tetrasporic plant with tetrasporangial sori (X1.8). 
16. Tetrasporangia in surface-view (X230). 
17. Transverse section of a tetrasporangial sorus (X230). 

s"'spermatangial sorus; t…tetrasporangial sorus; ts…tetrasporangium. 
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tこ報ぜられた Acrosoriumacrospermum (P APENFUSS)仰の場合並びにハイウスパノリ

Acrosorium yendoi (三上'f)の場合のそれぞれと比較してみて対照的に異っているといえ

る。なお最近>>NORRISめは Weeksiafiヴ'eanaの生長方式を詳細に調べた結果，該種では

その発生初期の段階では明らかに単軸型を示すが，やがて途中から次第に多翰型の生長に

移行していくことを報じている。そこで，以上の諸種との関連で本種(スジウスパノリ)の

生長方式を更に詳しく比較してみることは極めて興味深く感ぜられる。四分胞子援の分布

状況についてみても，本種の場合は既にふれたようにかなりの変化性にとんでいる。即ち，

体の各裂片頂端下に1個の集団をつくる場合 (KYLIN7，O)が Acrosorium属の最も重要な

性質の1っと認めた点)に限らず，時には各裂片上に散在して現われ，その形も縁状，楕

円状，ほぼ円状などに変化が見られる。更に本種(スジウスパノリ)のプロカルプ構造につ

いても，大原産の材料に基き，ほぼその全容を確かめることができた。即ち>> 1組のプロ

カルプは4個細胞よりなるカルポゴン、技1組と，そのほかに2組{第1次及び第2次)の中

性細胞群とから成り立つ。しかも本穫のプロカルプでは明らかに受精以前に第1次中性母

細胞 (stCtmc)及び第2次中性母細胞(stc2mc)は共にそれぞれ1回ずつ分裂して2個ずつ

(合計4個)となるのが普通に見られた。従って筆者が既に Acrosoriumyendoi (ハイウ

スパノザ巳ついて調べた詰果と殆んど似ており>>WAGNER9)によって確かめられた

局Imen仰 a粛のタイプ種即ち，局Imenenavenosa (L.) K'RAU!3Sの場合とも頗るよく一

致していふ¥これに対して， PAPENFUSS4)によって既に報ぜられた Acrosoriumacro-

sρermu.m.(f.ヰ:1:..， Acrosoriu""のタイプ種ではない)のプロカルプの場合とは全く対照的
な相違を示し.て山る。z即ち， PAPENFUSS4)の観察によれば A.acrospermumでは第1

次中性母細胞 (stctmc)は受精に先立つ・ての分裂は行われないとしている. しかもこの特

徴こそR3ノハJ9科の中にあっては極めて珍しいことに思われてならない。もしも，
この特性寺 4crosorium.のタイプ種である A.venul，側 m (ZANARD.) KYLIN (=A. 
aglaψ均貯伽 ZANARD初についでも確かにあては注るという，ことになれば，その時は

雄(スjN・スパノリ)を ACT(Jsoriumt~ffl属させておく号との根拠理由は薄弱となり，

むしろ本種は，.Hym~nena 属のメンパーとしてとり扱うことの有が妥当であるとの理解

が生れiかも知れな川しかし叉一方， ~れ迄に発表された多くの均Imenena 属の仲間
のうちに，将釆も.しゃ A・ ~c仰や'ermum 型のプロカルプが相次いで発見されたとなれば，
Acroso向m 属とめImenena属とをこれ迄の様に互に別尉として認めてきたこと自体の

意味が時われることになる。つまり，四分胞子褒斑の位置如何にのみ重点を置いて両属を

区別してきた KYLINの分類に従う限り，現状では何としてもその暖球さから抜け出すこ

とはできないと思う。従ってスジウスパノリの分類学上における正当な位置づけに関して

は，今後 Acrosoriumのタイプ種などについての更に詳細な検討が一段落する迄の聞は，

ハイウスパノリの場合と同様，やむを得ず現状のままにしておくより仕方がないものと考

えられる。終りに厳寒の忍路湾で採集された貴重な標本 (Fig.1， A)を提供して戴いた北

大海藻研究施設，阪井与志雄教授に対し深く感謝を申し上げる。
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Summary 

The apical segmentation and the reproductive organs in Acrosorium poly-

neurum OKAMURA were observed. 

1) The apical growth of the present alga initiates in the multiaxial type. 

2) The procarps develop at random on both surfaces of the thallus. 

3) The procarps consist of a four-celled carpogonial branch and two groups 

of sterile cells. The first cell of the carpogonial branch (cb1) is larger 

than the others. 

4) The first and second sterile mother cells commonly divide prior to fer-

tilization， and a total of four sterile cel1s are produced (Fig. 10). 
5) The carposporangia are borne terminally on the gonimoblast branches. 

6) The spermatangia are formed in more or less roundish sori which de-

velop at the tips of the branches. 

7) The tetrasporangia are formed in roundish sori which develop at the 

obtuse tips of the branches. While， in the linear branches， they are 
formed in small linear， e1liptical or often irregular sori on the surface 

of the branches. 

8) The tetrasporasgia originate from the inner cortical cells and also at 

times from the central cells. 
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